
２０２６年１０月吉日 

お客さま各位 

足立成和信用金庫 

 

本人確認方法の変更に関する対応について 

 

平素より足立成和信用金庫をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

このたび「犯罪による収益の移転防止に関する法律（犯罪収益移転防止法）」および同施行 

規則の一部が改正され、２０２７年４月１日より施行されます。それに伴い、各種お取引の 

際に実施している本人確認（取引時確認）の方法が変更になります。 

お客さまにはお手数をお掛けいたしますが、マネー・ローンダリングやなりすまし、本人確認

書類の偽造・変造等の不正利用を防止し、安心・安全に当金庫をご利用いただくための対応と

なりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

●変更内容 

従来の本人確認方法（取引時確認）の一部が見直され、マイナンバーカードや運転免許証等

に搭載されたＩＣチップ情報の読取り等による確認方法へ変更されます。 

そのため、２０２７年４月１日以降、口座開設等の一定の取引（特定取引といいます）において

本人確認を要する場合には、ＩＣチップ情報の読取りが必須となる等、法令に基づいたお取  

扱いをさせていただきます。 

 ※２０２７年４月１日以前に先行実施する場合があります。 

 

 【特定取引の例】 

 １．口座開設を含む取引開始         ４．１０万円を超える現金振込 

 ２．貸金庫取引                  ５．２００万円を超える現金取引 

 ３．でんさいネット                ６．融資取引                など 

  

以上 




